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内容の要旨及び審査の結果の要旨
変形性股関節症（以下ＯＡ)における人工股関節ステムの適合性や髄腔占拠率をＸ線像において二次元
的に検討した報告は多いが、三次元的に検討した研究は少ない。本研究ではコンピューター支援設計技
術を用いて、日本人ＯＡの大腿骨に対するセメントレスステムの適合性を評価するとともに、三次元的
近位髄腔占拠率の測定および有限要素解析を行い、新たなステム開発の必要性につき検討した。また予
備実験としてｃｒデータから作成した大腿骨立体モデルが実物の大腿骨と正確に近似しているかを検討し
た。Ｃｒデータの正確`性を評価する際寸同一患者のＣＴデータと実際の骨データを比較することは通常不
可能であるが、本研究では大腿部の悪性軟部腫瘍により股関節離断を施行された女性の大腿骨を使用し、
生体でｃｒを撮影した後に大腿骨を摘出して比較を行うという、今までに報告はなくかつ最適な方法で検
討することができた。ｃｒデータから作成した大腿骨立体モデルと実物の大腿骨の横断面における髄腔形
状誤差は、比較的誤差が大きいと考えられる小転子近位部でも平均0.116±0.015ｍｍと非常に小さい
値であり、両者は高い精度で一致していた。すなわち大腿骨立体モデルを実際の骨とみなし、大腿骨モ
デルに対するステムの適合性をコンピューター上でシミュレーションすることは全く問題ないと考えた。
正常大腿骨からデザインした標準ステムが曰本人ＯＡにおける３タイプの大腿骨、すなわちに正常型
（IypeA)、強前傾型（n7peB）および内偵Ｉ急峻型〈rypeC）の大腿骨に適合するかを評価したところ、
標準ステムの三次元的近位髄腔占拠率は、平均でTVpeA群76.4％､Ｔｉ７ｐｅＢ群57.2％､TVpeC群60.0％
であり、Ａ群とＢ群、Ａ群とＣ群でそれぞれ有意差を認めた。また有限要素解析において､TypeB、Ｃ
では、近位内偵卿のステムとの境界で応力が２～２６５１匹ａを下回るような領域が認められたのに対して６
n7peAでの同部位における応力は４～5ＭＰａを超える領域が広範囲に存在していた。このことは髄腔占
拠率の高いn7peAでは大腿骨近位部に理想的な荷重応力がかかるが、髄腔占拠率の低いＴｙｐｅＢＣで
は有効な応力がかからず、将来的に応力遮蔽による骨萎縮を生じる可能性があることを示唆している。
本研究により、正常と同形態の大腿骨に適合する標準ステムは他のタイプの大腿骨には適合せず、こ
のステムのみではすべての症例には対応できないことが証明された。すなわち曰本人ＯＡ患者に対して
は、標準ステムの他に強前傾型および内側急峻型の大腿骨に適合し近位髄腔占拠率を高めるステムが必
要であり、これらのステムを開発し症例により使い分けることによって、人工股関節がより長期の耐久
性を獲得できる可能性力塙まると考えられる。以上より本研究は新しい人工股関節ステムの開発を進め
る上での重要な知見を示したものであり、学位に値する研究成果であると評価した。
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